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• 第1回会議での議論内容を踏まえ、第2回会議及び第3回会議の議題を以下のとおり一部変更します。

各回の検討テーマ（予定）

議題の一部変更について

開催回 議題予定（赤字：変更点）

第1回

令和6年9月17日（火）
18:00～20:00

• 開催要綱説明

• ガイドライン改定に向けた論点協議（１）

‒ NIST SP 800-63-4 2pdから反映を検討すべき事項について

第2回

令和6年11月5日（火）
18:00～20:00

• ガイドライン改定に向けた論点協議（２）

‒ 身元確認保証レベル１の位置づけと本人確認書類に求める対策基準について【一部変更】

‒ フェデレーション保証レベルと対策基準について

第3回

令和6年12月5日（木）
18:00～20:00

• ガイドライン改定に向けた論点協議（３）【追加】

‒ スマートフォンに搭載された本人確認書類の扱いについて【第2回から移動】

• ガイドライン改定案の妥当性に関する協議（１）

‒ ガイドライン改定案に対するコメント、指摘、意見交換

第4回

令和7年1月16日（木）
18:00～20:00

• ガイドライン改定案の妥当性に関する協議（２）

‒ ガイドライン改定案に対するコメント、指摘、意見交換

第5回

令和7年3月4日（火）
18:00～20:00

• 本人確認ガイドライン改定に向けた最終とりまとめ

‒ 最終とりまとめ（案）に対する意見交換、内容合意

‒ ガイドライン改定案の修正結果の確認
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• 第1回でいただいたご意見を踏まえ、以下の方針にて本人確認ガイドライン改定案への反映を検討中です。

NIST SP 800-63-4 2pdの反映検討方針（案）

参考：第1回会議での議論を踏まえた方針（案）

1. ウォレットに関する要件
（第1回会議 個別論点❶❻❼）

2. IAL1とFAIR Evidence
（第1回会議 個別論点❹）

• 議論が成熟しきっていないウォレットモデル（“ Federated Model With Subscriber-Controlled 
Wallet”）を現段階で無理に反映しようとせず、まずは様々なクレデンシャル（証明書）がウォ
レットに格納されるようになった場合にも適用できる対策基準の策定を目指し、本人確認書類
の対策基準を脅威ベースで定義することを検討する。

• 上記を確定させたうえで、ウォレットに関して最低限ガイドラインで定義すべき事項、解説す
べき事項などをとりまとめ掲載することを検討する。

• FAIR Evidence とIAL1の変更については米国特有の背景があると推察されるため、2pdの変更
内容の単純な反映は行わない方針とする。

• 日本で利用できる具体的な本人確認書類（例：住民票の写し等）を想定したうえで、FAIR相当
の定義とIAL1相当のレベルを検討する。

3. AAL2のフィッシング耐性
（第1回会議 個別論点❺）

• AAL2におけるフィッシング耐性が “must be available”となった点については、行政手続や国
民に対する影響度や、本人確認ガイドラインの改定のライフサイクルも考慮しながら、今回の
改定に盛り込むべきかどうか継続検討する。

4. その他の変更点
（第1回会議 個別論点❷❸❽）

• ❷Risk Managementの見直し、❸ Identity Proofing Roles / Types、❽ FALのRequirementsの
一部変更については、本人確認ガイドラインとしての必要性を加味しつつ、変更点を盛り込む
方向で検討する。
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